平成28年度　南信州まつかわ観光局（仮称）

第1回設立検討委員会　会議録
　日時：平成29年9月13日（火）

PM7：00～8：30 
　　　　　場所：役場2F大会議室　
出席者（別紙のとおり）
1. 開会：片桐課長
2. 挨拶：深津町長
3. 協議事項： 
1） 南信州まつかわ観光局（仮称）設立検討委員会の進め方と
スケジュールについて
Q.この会で何か決定して町長に提出するということはあるのか？

A.何かを決定するということはない。意見をもらいながら企画書を修正していく。設立の最終決定は町長がする。

2） 正副委員長の選任
Q.安定した形にする上では議会の改選があること、議員として中立的にできない　ため私は適任ではないと思う。（米山）
　3者発言して米山さんに最終決定。

委員長　　鋤柄富男氏

副委員長　米山俊孝氏

3） 観光局の事業内容について
3．企画書の説明と質疑応答

大場さん：「町民有志型」が入ったことが進展だったと思う。

鋤柄さん：作戦会議は形はきまっているのか？時間がないのではないか？

A：会議は委員などは決定しない、つど集まって議論をする場として考えている。

大場さん：事務局にかかわってもらえるような意欲ある方の募集してはどうでしょうか。長期的な関わってくれる人。

中平さん：松川町を知ってもらう。プレゼンか公募をやったほうがよいのではないか？

A：高砂さんは人材育成について助言をもらう。外部人材は探していく。協力隊は候補者がいる。

大島さん：

要望：町がなぜ観光に力を入れていくのか町民と共有していくために課題をデータで語る必要がある。（雇用を創出するとか云々）。

要望：何をドル箱（主要な収入源）にしてやっていくのかを明確にする必要がある。

Q.日本版DMOの登録はするのか？

A.要望について検討する。日本版DMOは事業計画をまとめながら提出するつもりである。

4．幹事会のメンバー

（1）委員長　　鋤柄富男氏
（2）副委員長　米山俊孝氏
（3）幹事　　　大原昭彦氏（商工会長）

（4）幹事　　　大場敏丈氏（くだ観）

（5）幹事　　　黒澤哲郎氏（議員）

（6）幹事　　　唐澤邦博氏（税理士）

（7）幹事　　　大島槙男氏（JAみなみ信州理事）
4. 閉会

幹事のみ残り、次回日程の打ち合わせ。

第1回幹事会は10月3日（月）午後7：00～　
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